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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間 2013年５月31日から2026年５月25日まで
です。

運 用 方 針
主としてわが国の株式へ投資をすることによ
り、投資信託財産の成長を目指して運用を行
います。

主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定
を含みます。）を主要投資対象とします。

運 用 方 法

わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定
を含みます。）を主要投資対象として、海外
市場での消費の高度化や訪日外国人の消費拡
大で収益の増加が期待される企業の株式に投
資を行い、値上がり益の獲得を目指して運用
を行います。銘柄選定にあたっては、業績動
向や財務内容の分析に加え、株式の時価総額
や流動性なども勘案してポートフォリオを構
築します。

組 入 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。

分 配 方 針

分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控
除後の利子・配当等収益と売買益（評価益を
含みます。）等の全額とします。分配金額
は、委託者が基準価額水準や市況動向などを
勘案して決定します。ただし、分配対象額が
少額の場合には、分配を行わないことがあり
ます。留保益の運用については、特に制限を
設けず、運用の基本方針に基づいた運用を行
います。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：クール・ジャパン

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、｢海外消費関連日本株ファンド
（愛称：クール・ジャパン）」は、
2022年５月25日に第９期の決算を行い
ました。ここに、運用経過等をご報告申
し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

海外消費関連日本株ファンド

運 用 報 告 書（全体版）
第９期<決算日2022年５月25日>

CC_22896848_01_ostOne_海外消費関連日本株F_表紙のみ.indd   1 2022/07/28   11:29:21



1－　　－

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ) 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率 (参考指数) 期 中

騰 落 率
円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円

５期（2018年５月25日） 22,533 130 37.3 1,771.70 12.2 97.8 － 4,253
６期（2019年５月27日） 20,016 130 △10.6 1,547.00 △12.7 95.9 － 4,767
７期（2020年５月25日） 19,007 130 △4.4 1,502.20 △2.9 97.2 － 4,295
８期（2021年５月25日） 25,243 130 33.5 1,919.52 27.8 95.9 － 3,431
９期（2022年５月25日） 23,247 130 △7.4 1,876.58 △2.2 95.7 － 3,278

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社

（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指
数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有しています。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延また
は中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品の設定、販売および販売促
進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません（以下同じ）。

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日 基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ) 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率騰 落 率 (参 考 指 数) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2021 年 ５ 月 25 日 25,243 － 1,919.52 － 95.9 －

５ 月 末 25,674 1.7 1,922.98 0.2 96.6 －
６ 月 末 25,958 2.8 1,943.57 1.3 98.2 －
７ 月 末 25,248 0.0 1,901.08 △1.0 95.5 －
８ 月 末 26,931 6.7 1,960.70 2.1 98.5 －
９ 月 末 28,525 13.0 2,030.16 5.8 97.1 －
10 月 末 28,261 12.0 2,001.18 4.3 98.8 －
11 月 末 26,946 6.7 1,928.35 0.5 97.2 －
12 月 末 26,048 3.2 1,992.33 3.8 96.9 －

2022 年 １  月  末 22,608 △10.4 1,895.93 △1.2 92.5 －
２ 月 末 23,210 △8.1 1,886.93 △1.7 97.5 －
３ 月 末 24,364 △3.5 1,946.40 1.4 97.3 －
４ 月 末 23,523 △6.8 1,899.62 △1.0 97.9 －

（期　末）
2022 年 ５ 月 25 日 23,377 △7.4 1,876.58 △2.2 95.7 －

（注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2021年５月26日から2022年５月25日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　国内株式市場は、経済成長率の回復や企業業績の拡大期待により2021年末頃まで堅調に推移しまし
た。2022年に入ると、ロシア・ウクライナ戦争に起因したエネルギー等の価格急騰が世界的な物価高
を招き、欧米各国による金融引き締めが加速するとの懸念から、株式市場は軟調な展開となりました。
当ファンドの基準価額は、2022年１月以降の中小型銘柄を中心とした組入銘柄の株価下落等により、
前期末比で下落となりました。
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基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第９期首： 25,243円
第９期末： 23,247円
（既払分配金130円）
騰 落 率： △7.4％
（分配金再投資ベース）
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投資環境
　新型コロナウイルス感染症の感染再拡大が懸念
されつつも、経済再開による企業業績の回復期待
が強く、国内株式市場は2021年末頃まで堅調に
推移しました。2022年に入ると、ロシアによる
ウクライナ侵攻を背景にエネルギーや穀物などの
価格が急騰し、世界的に物価が上昇しました。既
に欧米各国は金融政策を引き締め方向に転換しつ
つありましたが、物価上昇を受けて引き締めが加
速するとの懸念が強まり、株式市場は期末にかけ
て軟調な展開となりました。
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＜東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の推移＞

ポートフォリオについて
　日本独自の高付加価値商品・サービスを提供し、アジアを中心とする海外の消費拡大や高度化の恩恵
を受ける企業の株式に投資を行いました。パンデミックにより国家間での人の往来が制限される中、
ゲームや映画、アニメなどを通じて日本のコンテンツの人気は上昇を続けました。当期のポートフォリ
オでは、日本独自の人気コンテンツや人気キャラクターを有する企業の組入れ比率を高めました。

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
　グラフは、基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
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分配金
　収益分配金につきましては基準価額水準・市況動向等を勘案し、以下の表の通りとさせていただきま
した。なお、収益分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用い
たします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

項目
当期

2021年５月26日
～2022年５月25日

当期分配金（税引前） 130円
対基準価額比率 0.56％
当期の収益 －円
当期の収益以外 130円

翌期繰越分配対象額 13,247円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。

今後の運用方針
　当ファンドにおいては、日本独自の製品やサービスを展開し人気化している企業や日本独自のコンテ
ンツなどをグローバルに拡大している企業をポートフォリオの中心として運用する方針です。新型コロ
ナウイルス感染症の収束に伴い、国家間での人の往来に関する制限が徐々に緩和されると想定され、
2022年後半からは訪日客数の回復も期待されます。訪日客数の回復より恩恵を受ける企業にも積極的
に投資を行う方針です。

ファンドマネージャー　松岡　珠美
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■１万口当たりの費用明細

項目

第９期

項目の概要（2021年５月26日
～2022年５月25日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 409円 1.595％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は25,649円です。

（投信会社） (197) (0.770) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (197) (0.770) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） (  14) (0.055) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 31 0.120 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

（株式） (  31) (0.120)
(ｃ) その他費用 0 0.002 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監査費用） (    0) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
合計 440 1.717

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.60％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

総経費率
1.60％

運用管理費用
（投信会社）
0.77％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.06％

その他費用
0.00％
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■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 8,118,440千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 3,355,347千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 2.41

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。

■売買及び取引の状況（2021年５月26日から2022年５月25日まで）
　株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 1,113.5 4,089,471 1,019.3 4,028,969(60) (－)
（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

■利害関係人との取引状況等（2021年５月26日から2022年５月25日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 4,089 553 13.5 4,028 348 8.6

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 4,174千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 495千円

(Ｂ)／(Ａ) 11.9％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。
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■組入資産の明細
　国内株式

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
食料品（11.7％）
寿スピリッツ 23 14 98,700
サントリー食品インターナショナル － 10 50,100
キッコーマン 3 5.5 36,795
味の素 － 35 112,455
日清食品ホールディングス － 8 68,720
繊維製品（1.7％）
ゴールドウイン 6 7 53,620
化学（4.1％）
資生堂 8 7 35,938
ファンケル 5 － －
コーセー 4.5 － －
新日本製薬 25 － －
Ｉ－ｎｅ － 16 57,200
ユニ・チャーム － 8 35,224
医薬品（3.3％）
ロート製薬 － 15 52,200
ツムラ － 18 52,740
ガラス・土石製品（－％）
ＴＯＴＯ 13 － －
金属製品（－％）
リンナイ 8 － －
機械（5.5％）
ダイキン工業 4.5 3 58,335
セガサミーホールディングス － 47 112,847
電気機器（1.8％）
ヤーマン 15 － －
ソニーグループ 13 5 56,025
輸送用機器（1.6％）
ヤマハ発動機 30 － －
シマノ 2.2 2.2 49,203
精密機器（2.3％）
メニコン 15 27 71,361
その他製品（22.1％）
ブシロード 12 35 51,170
スノーピーク 38 10 23,550
バンダイナムコホールディングス 14 16 152,080
ＳＨＯＥＩ 50 12 55,920
タカラトミー － 40 50,040
ヨネックス － 102 106,182
アシックス 7 27 59,967
ヤマハ 10 6 30,660
河合楽器製作所 － 1.2 3,367
任天堂 2 2.8 160,160

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
グローブライド 3 － －
陸運業（1.6％）
富士急行 － 13 49,920
情報・通信業（20.8％）
コーエーテクモホールディングス 11 11 49,005
オープンドア 20 － －
メルカリ 20 － －
東映アニメーション 11 12 164,520
ＩＭＡＧＩＣＡ　ＧＲＯＵＰ － 77 55,209
ビジョン － 50 61,600
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 15 42 127,470
東宝 13 13 63,700
スクウェア・エニックス・ホールディングス 11 － －
カプコン 20 12 42,120
コナミホールディングス － 10 87,800
卸売業（2.0％）
ＢＵＹＳＥＬＬ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ － 16.5 61,957
バリュエンスホールディングス 20 － －
小売業（8.1％）
ＺＯＺＯ 20 － －
オイシックス・ラ・大地 3 － －
ＢＥＥＮＯＳ 35 － －
セブン＆アイ・ホールディングス 23 19 99,237
ＦＯＯＤ　＆　ＬＩＦＥ　ＣＯＭＰＡＮＩＥＳ 39 － －
ファーストリテイリング 0.4 2.6 154,908
サービス業（13.6％）
オリエンタルランド 3 5 97,225
リゾートトラスト 10 － －
サイバーエージェント 50 － －
アドベンチャー － 18 151,740
エアトリ － 9 24,093
ＨＡＮＡＴＯＵＲ　ＪＡＰＡＮ － 25 28,575
ＮＥＸＴＯＮＥ 30 13 45,045
エイチ・アイ・エス 22 － －
共立メンテナンス － 10 45,900
セコム － 4 33,636

千株 千株 千円

合 計 株 数 ・ 金 額 687.6 841.8 3,138,219
銘柄数<比率> 43銘柄 45銘柄 <95.7％>

（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価額に対する各業種
の比率です。

（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率
です。

（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年５月25日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 3,396,583,445円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 178,610,070
株 式(評価額) 3,138,219,700
未 収 入 金 57,217,675
未 収 配 当 金 22,536,000

(Ｂ) 負 債 117,862,787
未 払 金 69,622,172
未 払 収 益 分 配 金 18,334,976
未 払 解 約 金 3,890,882
未 払 信 託 報 酬 25,989,400
そ の 他 未 払 費 用 25,357

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,278,720,658
元 本 1,410,382,782
次 期 繰 越 損 益 金 1,868,337,876

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 1,410,382,782口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,247円

（注）期首における元本額は1,359,436,315円、当期中における追加
設定元本額は338,796,624円、同解約元本額は287,850,157
円です。

■損益の状況
当期　自2021年５月26日　至2022年５月25日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 41,008,744円

受 取 配 当 金 40,999,938
受 取 利 息 410
そ の 他 収 益 金 31,084
支 払 利 息 △22,688

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △237,898,216
売 買 益 457,271,121
売 買 損 △695,169,337

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △55,216,577
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △252,106,049
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 642,844,643
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,495,934,258

(配 当 等 相 当 額) (1,224,583,656)
(売 買 損 益 相 当 額) (271,350,602)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,886,672,852
(Ｈ) 収 益 分 配 金 △18,334,976

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 1,868,337,876
追 加 信 託 差 損 益 金 1,495,934,258
(配 当 等 相 当 額) (1,224,583,656)
(売 買 損 益 相 当 額) (271,350,602)
分 配 準 備 積 立 金 624,509,667
繰 越 損 益 金 △252,106,049

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 1,243,828,209
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 642,844,643
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 1,886,672,852
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 13,377.03
(ｇ) 分 配 金 18,334,976
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 130

■投資信託財産の構成� 2022年５月25日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 3,138,219 92.4
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 258,363 7.6
投 資 信 託 財 産 総 額 3,396,583 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
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■分配金のお知らせ

１万口当たり分配金　　　130円
※分配金を再投資する場合、分配金は税引後自動的に無手数料で再投資されます。

分配金の課税上の取扱いについて
・追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱
いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分
配金の全額が普通分配金となります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払
戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が普
通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における受益者毎の
個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の受益者毎
の個別元本となります。

《お知らせ》
約款変更のお知らせ
■信託期間を延長し、償還日を2026年５月25日とする変更を行いました。

（2022年２月26日）
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